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【公表日】平成28年6月30日(2016.6.30)
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【出願番号】特願2016-512170(P2016-512170)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ  37/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｍ   37/00     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月2日(2017.5.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　輸送刺激により薬剤を組織に送達する薬剤キャリアであって、
　治療中の組織に係合するための組織接触面を有する薬剤キャリア本体であって、薬剤キ
ャリア本体内を少なくとも部分的に通って前記組織接触面まで延び、組織表面への薬剤の
輸送を可能にする複数のマイクロチャネルを備える薬剤キャリア本体、
を備える薬剤キャリアであり、
　前記薬剤キャリアが、薬剤を前記薬剤キャリアの前記マイクロチャネル内へ輸送し、組
織表面に輸送する超音波を伝えることができ、
　前記薬剤キャリアが、前記組織内への前記薬剤の浸透を引き起こすか、促進するか又は
浸透を引き起こし且つ促進する組織表面に超音波を伝えることができる、
薬剤キャリア。
【請求項２】
　前記薬剤キャリア本体内を少なくとも部分的に通って前記組織接触面まで延びる前記複
数のマイクロチャネルにより、前記薬剤キャリア内に薬剤を保持することが可能である、
請求項１に記載の薬剤キャリア。
【請求項３】
　前記薬剤キャリア本体が半導体材料、ポリマー、プラスチック材料、または金属のうち
の１つ以上から製造されている、請求項１又は２に記載の薬剤キャリア。
【請求項４】
　前記薬剤キャリア本体が前記組織接触面を含む組織接触層と、少なくとも１つの他の層
とを含む積層体を備える、請求項１～３のいずれか一項に記載の薬剤キャリア。
【請求項５】
　前記組織接触面に微小突起が形成されており、前記突起が前記マイクロチャネルの少な
くとも１つにより画成された内部空洞を備える、請求項１～４のいずれか一項に記載の薬
剤キャリア。
【請求項６】
　薬剤を貯蔵するための薬剤リザーバを備える、請求項１～５のいずれか一項に記載の薬
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剤キャリア。
【請求項７】
　前記薬剤リザーバが少なくとも部分的に前記薬剤キャリア本体内に形成されている、請
求項６に記載の薬剤キャリア。
【請求項８】
　前記マイクロチャネルおよび／または薬剤リザーバが少なくとも部分的に前記薬剤キャ
リア本体内の内部露出面により画成され、前記内部露出面が所定の親水性、疎水性、およ
び／または導電性を有するように構成されている、請求項１～７のいずれか一項に記載の
薬剤キャリア。
【請求項９】
　使用時に前記薬剤キャリア本体を機械的に支持するように構成されたハウジングを備え
る、請求項１～８のいずれか一項に記載の薬剤キャリア。
【請求項１０】
　前記薬剤キャリアがアプリケータデバイスの一部として１回だけ使用されるように構成
された消耗アプリケータチップである、請求項１～９のいずれか一項に記載の薬剤キャリ
ア。
【請求項１１】
　輸送刺激により薬剤を組織内に送達するための薬剤キャリア本体であって：
　治療中の組織に係合するための組織接触面
を備え、薬剤キャリア本体内を少なくとも部分的に通って前記組織接触面まで延び、組織
表面への前記薬剤の輸送を可能にする複数のマイクロチャネルを備える、
薬剤キャリア本体であり、
　前記薬剤キャリア本体が以下を促進する超音波を伝えることができる、薬剤キャリア本
体
　前記薬剤キャリア本体内のマイクロチャネル内および組織表面への前記薬剤の輸送；な
らびに
　前記組織内への前記薬剤の浸透。
【請求項１２】
　前記薬剤キャリア本体内を少なくとも部分的に通って延びる複数のマイクロチャネルが
、前記薬剤の保持を可能にする、請求項１１に記載の薬剤キャリア本体。
【請求項１３】
　前記薬剤キャリア本体が半導体材料、ポリマー、プラスチック材料、または金属のいず
れか１つ以上から製造されている、請求項１１又は１２に記載の薬剤キャリア本体。
【請求項１４】
　薬剤を貯蔵するためのリザーバが、少なくとも部分的に前記薬剤キャリア本体内に形成
されている、請求項１１～１３のいずれか一項に記載の薬剤キャリア本体。
【請求項１５】
　前記マイクロチャネルおよび／または薬剤リザーバが、少なくとも部分的に前記薬剤キ
ャリア本体内の内部露出面により画成され、前記内部露出面が所定の親水性、疎水性、お
よび／または導電性を有するように構成されている、請求項１１～１４のいずれか一項に
記載の薬剤キャリア本体。
【請求項１６】
　前記薬剤キャリア本体がケイ素から形成されている、請求項１１～１５のいずれか一項
に記載の薬剤キャリア本体。
【請求項１７】
　前記組織接触面が、平坦、凸面、凹面またはトロイダル面である、請求項１～１０のい
ずれか一項に記載の薬剤キャリア。
【請求項１８】
　前記皮膚が、眼組織または口腔粘膜である、請求項１～１０及び１７のいずれか一項に
記載の薬剤キャリア。
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【請求項１９】
　前記組織接触面が、平坦、凸面、凹面またはトロイダル面である、請求項１１～１６の
いずれか一項に記載の薬剤キャリア本体。
【請求項２０】
　前記皮膚が、眼組織または口腔粘膜である、請求項１１～１６及び１９のいずれか一項
に記載の薬剤キャリア本体。
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